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特に地域医療については、両市で富士医療圏を構成して
いる。富士市における富士市立中央病院新病院建設基本計
画（案）では、新病院の目指す姿として、「富士医療圏で
は各公立病院が担う役割が大きく、入院患者や救急搬送患
者の診療・収容エリアが分担されていることから、圏域内
の医療需要をカバーできるよう適切に役割・機能を分担し
ながらも、密接な連携体制を構築していきます」とある。
富士地域医療構想調整会議での情報共有や連携はあると理
解しているが、富士宮市は今後、どのように「密接な連携
体制を構築」していく考えがあるのか。
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新富士市長誕生！こ
れからの連携は

富士市では昨年12月に市長選挙が行われ、新たな市長が誕生
した。富士市と富士宮市は、通勤・通学、医療、産業など多方
面で生活圏を共有する、極めて関係の深い隣接自治体である。
富士市との連携について、須藤秀忠市長はどのような認識を持
ち重要性を感じているのか、以下伺う。

新富士市長誕生を契機とした関係構築について、どのよ
うに考えているのか。

新たに就任された富士市長との間で、既に意見交換や
トップ会談は行われているのか。また、今後、定期的な首
長間協議の場を設ける考えはあるか。

現在、本市と富士市との間では、どのような分野で広域
連携が行われているのか。分野ごとの現状と課題について
伺う。

どうなってるの？部
活動の地域移行・地域
展開

富士宮市立中学校では、部活動の地域移行・地域展開につい
て令和６年度からモデル部試行が始まった。教員の働き方改革
や少子化といった社会課題に対応し、生徒たちが将来にわたっ
て豊かにスポーツ・文化活動に親しめる環境を整えるための重
要な改革である。費用負担や指導者確保など多くの課題も存在
するが、関係者が知恵を出し合い、連携することで乗り越えて
いくことが求められる。

一方、当事者である生徒や保護者からは、いつから、どのよ
うな心構えで準備をすればいいのかを不安視する声が挙がって
いる。地域の実情に合わせたソフトランディングを成功させる
ため、以下伺う。

今後のタイムスケジュールについて、令和６年11月定例
会にて、「令和７年度には（仮称）富士宮市部活動協議会
を立ち上げ、今後の地域連携、地域移行の在り方について
検討をして実施計画を策定する予定」「現在のタイムスケ
ジュールの詳細は未定」との教育長答弁があったが、その
後の進捗状況は。

令和８年度は推進事業を予算計上し、コーディネーター
を配置予定としているが、どのような役割を求めているの
か。

スポーツ庁及び文化庁は令和８年度からを「改革実行期
間」と位置づけている。改革を実行するための人員体制を
整えているか。
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特に平日部活動は指導を希望する教職員の兼職兼業への
理解が必要と考える。地域展開後も部活動に携わりたいと
考える教職員はどの程度存在するのか。

平日と休日の活動の違いや、受益者負担の考え方といっ
た運営方針の情報発信に努め、ロードマップをきちんと示
し、地域で安心して部活動を続けられるよう説明すべきと
考えるが、いかがか。

令和８年２月定例会一般質問発言通告表

発言
順序

氏名 　　中　野　健太郎　　議員

発 言 項 目 要　　　　旨

2


